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（ ４ ） 用語解説 

【 あ行】  

アカ ウミ ガメ  カ メ 目ウミ ガメ 科のは虫類で、 太平洋、 大西

洋、 イ ンド 洋に広く 分布し 、 温帯、 亜熱帯域

に産卵場を 持つ。日本での産卵場は本州中部

（ 石川県・ 福島県） 以南から 九州の太平洋岸

と 、 南西諸島にある 。 本種は、 ワシント ン条

約附属書Ⅰに記載さ れ、種の保存法の国際希

少野生動植物種に指定さ れている と と も に、環境省レ ッ ド データ ブッ ク の絶

滅危惧Ⅱ類( VU) に記載さ れている 。 明石市の海岸では、 昭和 61( 1986) 年以

降、 上陸･産卵が確認さ れている。  

東屋（ あずまや）  公園や庭園などに設けた四方の柱と 屋根だけの休息所。  

アダプト プログラ ム 市民や事業者が、 地域の共有財産で ある 道

路･広場･公園などの公共施設の里親と なり 、

自ら の活動と 責任で清掃･美化･緑化など を

行 う 協 働 ま ち づ く り の 制 度 。 ア ダ プ ト

( ADOPT) と は、 英語で「 養子縁組」 を 意味す

る。 明石市では、 平成 22 年度末現在、 駅前

アダプト ( ２ 箇所( ３ 団体) ) 、 道路アダプト ( 10 箇所) が活動を実施し 、 公園

アダプト ( 12 箇所) が活動を予定し ている。  

アマモ 日本中の波の静かな内海･内湾域の砂泥域に

繁茂する 沈水性の多年草。 葉は稲に似てお

り 、 長さ 50～100cm程度になる。 アマモが大

規模に繁茂し た群落は「 アマモ場」 と 呼ばれ、

生物の生息･産卵･保育場所と し て、 また、 良

好な漁場と し て機能する。  

雨水一時貯留施設 浸水被害を 軽減する こ と を 目的と し て策定さ れた「 明石市総合浸水対策計

画」 においては、 公園や学校の校庭、 公共駐車場など、 比較的広い面積を有

する公共用地（ 地下部分を含む） の周囲にブロッ ク を積む･排水施設のせき

止めを行う 等し て雨水を一時的に貯留する施設と し ている。  

雨水幹線 排水施設が集水し た地表水等を支障なく 排水するための施設。本計画におい

ては、 開渠（ 蓋がさ れていない水路） と し て、 藤江川と 古城川の２ 河川を対

象と し ている。  

Ｎ Ｐ Ｏ  民間非営利団体（ Non Pr of i t  Or gani zat i on） のこ と で、 様々な社会貢献活

動を 行い、団体の構成員に対し 収益を分配するこ と を目的と し ない団体の総

称。「 特定非営利活動促進法」 に基づく 法人格を持っ た団体は「 NPO法人（ 特

定非営利活動法人） 」 と 呼ばれる 。  

オープンガーデン 個人の庭を 一定期間において一般公開する

活動。  
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オープンスペース 建築物のない一定の地域的広がり であっ て、その空間を構成する 植生、水面

などにより 、環境の質の向上を図り 、あるいは住民のレ ク リ エーショ ン需要

に応えるも の。  

屋上緑化 建築物の屋上を緑化するこ と 。庭園的な空間をつく る屋上庭園などを含んだ

概念。人工地盤緑化に包括さ れるケースも 多い。近年では都市のヒ ート アイ

ラ ン ド 現象の緩和策、省エネ効果を発揮する ための切り 札と し ても 注目さ れ

ている。  

オニバス 本州、 四国、 九州のやや富栄養化し た湖沼、

ため池、河川などに生育するスイ レン 科の一

年生浮葉植物。 植物体全体に鋭い刺があり 、

茎は塊状、 葉は根生する。 成長し た浮葉の直

径は 0. 3～1. 5ｍ、 と きに 2. 0ｍを 超える。  

池沼の開発や水質汚濁、土地造成等により 減

少し 、現在は国内に総計約 9, 000 個体が生育し ていると 推定さ れており 、環

境省レ ッ ド データ ブッ ク の絶滅危惧Ⅱ類( VU) に記載さ れている 。  

温室効果ガス 地球大気中に放出さ れたと き 、 温室効果を 引き 起こ す性質のある 気体の総

称。従来から 問題にさ れてきた二酸化炭素（ CO2） のほかにも 、メ タ ン（ CH4） 、

フ ロン 、 亜酸化窒素（ N2O） なども 温室効果を引き 起こ し 、 単位量当たり の

効果が大き いため、 排出量が少なく ても 地球環境への影響が甚大と さ れる。

【 か行】  

外来生物（ 外来種）  外来生物法においては、概ね明治以降に人為的に海外から 導入さ れた生物を

指し 、 その中で特に、 在来生物と 競合、 交雑、 捕食等により 地域の自然環境

に大き な影響を与えるも のを「 侵略的外来種」 と し ている。  

環境体験学習 明石市が小学校３ 年生を対象に実施し ている

「 環境体験事業」 における体験学習活動。 平

成 19 年度から 開始さ れ、 平成 21 年度現在、

全小学校で実施し ている。 自然に対する 畏敬

の念を はじ め、 命の大切さ 、 命のつながり を

肌で感じ ながら 、 人間形成の重要な時期に、

自然の美し さ に感動する心を育み、 自然の中

で命のつながり を学んでいく こ と を目的と し ている。  

協働 市民がまちづく り のプロセス（ 計画･実施･評価･改善の各過程） の中に参加

し 、 市民と 市又は市民と 市民と が、 それぞれの資源や専門性を生かし 、 尊重

し 合いながら 、 果たすべき 役割と 責任を自覚し 、 共に考え、 共に力を合わせ

るこ と により 、 より 良いまちを築き 上げていく こ と 。  

公園愛護会 公園の美化及び安全かつ健全な 利用を 図る

と と も に、 生活環境の保全、 公共施設愛護の

精神の高揚を目的と し て、公園周辺の住民に

より 構成さ れた組織団体。 その活動内容は、

公園の清掃や除草など、比較的軽微な維持管

理作業を行う 。 明石市には、 平成 22 年度末

現在、 255 団体が登録･活動し ている。  
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【 さ 行】  

里山（ 里地里山）  原生的な自然と 都市と の中間に位置し 、 集落

と それを取り 巻く 二次林、 それら と 混在する

農地、 ため池、 草原などで構成さ れる 地域で

あり 、 農林業などに伴う さ まざまな人間の働

きかけを通じ て環境が形成・ 維持さ れてき た。 

里地里山は、 特有の生物の生息・ 生育環境と

し て、また、食料や木材など自然資源の供給、

良好な景観、 文化の伝承の観点から も 重要な地域と いえる。  

市街化区域 無秩序な市街化を防止し 、 計画的な市街化を図るため、「 都市計画法」 によ

り 指定さ れた区域。当該区域は、すでに市街地を形成し ている区域及びおお

むね十年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき 区域と さ れる。  

市街化調整区域 無秩序な市街化を防止し 、 計画的な市街化を図るため、「 都市計画法」 によ

り 指定さ れた区域。 当該区域は、 市街化を抑制すべき 区域と さ れる。  

市民農園 市民が野菜や花づく り を通し て土や自然に親

し みながら 、 農作業体験ができ る場と し て設

置さ れた農園。 明石市が設置し ている 市民農

園と し ては、平成 22 年度末現在、大久保町農

園と 石ケ谷農園の２ 箇所がある。  

食育 「 明石の恵を大切に！元気なまち 明石」 を めざ

し 、 全ての市民が健康でこ こ ろ 豊かな生活がで

きる よう 、 明石の恵を大切にし た食文化を 未来

につなげ、 自然にやさ し い食環境づく り 、 健康

づく り に向けた取組み。  

人口集中地区（ DI D）  国勢調査の結果をも と に設定さ れる都市的傾向の強い地区。 設定の要件は、

国勢調査の基本単位区において、概ね人口密度が 4, 000 人/km2 以上の区域が

隣接し て、 人口 5, 000 人以上を有する地区と さ れている。 なお、 人口密度が

低く ても 学校･工場･公園等の都市的な区域も 含まれるこ と がある。 「 DI D」

は、 「 Densel y I nhabi t ed Di st r i ct 」 の略。  

生産緑地地区 生産緑地法に基づき 、良好な都市環境を形成するこ と を目的と し て指定さ れ

る市街化区域内の 500m2 以上の区域。 指定を 受けた場合、 農地以外と し ての

転用･転売は認めら れず、 農地と し ての維持管理が求めら れるが、 固定資産

税や相続税の優遇措置がある。  

生態系 一定の場所にすむ全生物と その環境を、物質循環と エネルギーの流れに着目

し て 1 つのまと まり と し て捉えたも の。 生産者・ 消費者・ 分解者・ 無機的環

境の 4 つが基本的な構成要素。 海洋、 湖沼、 河川、 森林、 草原、 砂漠、 都市

などが代表的な生態系であるが、数滴の水たまり から 地球や宇宙まで、様々

なレ ベルの生態系があり う る。  

生物多様性 あら ゆる生物種の多さ と 、それら によっ て成り 立っ ている 生態系の豊かさ や

バラ ンスが保たれている状態を言い、さ ら に、生物が過去から 未来へと 伝え

る遺伝子の多様さ までを含めた幅広い概念。 生物多様性には、 ｢生態系の多

様性｣、 ｢種の多様性｣、 ｢遺伝子の多様性｣の３ つの段階がある。  
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剪定枝 公園の樹木や街路樹、庭木などの生育や樹形の管理を 目的に切り そろえら れ

た枝の切り く ず。 結実を均一にし たり 、 樹形を整える他、 特に街路樹の場合

は落葉の散乱防止や、木の生長・ 枝の伸展に伴い信号等の見通し を 悪化さ せ

るのを防ぐ ためなど、本来の樹木の生長に関わり のない（ むし ろ抑制する た

めの） 剪定を施さ れるこ と も 多い。  

【 た行】  

地域性種苗 園芸･緑化資材と し ての種子や苗木について、 植栽地と 同一の地域から 産出

さ れたも のを指す。ただし 、現時点では、その地域性の範囲の明確化や生産･

流通体制の確立等はなさ れていない。  

地球温暖化 地球表面の気温が上昇し て気候が変わる現象。原因は化石燃料の燃焼と 、焼

き 畑耕作など によ る 二酸化炭素やメ タ ン、 フ ロ ン などの温室効果ガスの放

出、 森林破壊、 砂漠化などと さ れている。  

チッ プ化 公園や街路樹等の剪定枝を木材破砕機等により 破砕処理するこ と 。焼却処理

せずにチッ プ 化し 、 再利用する 事によ っ てゴミ の減量化を 図る こ と ができ

る。 主な用途と し ては、 堆肥化用資材や土壌改良材、 マルチング材、 舗装材

等への利用がある。  

透水性舗装 隙間の空いた舗装体を通し て、雨水を地中に浸透さ せる又は一時貯留し て蒸

発散によっ て排水する機能を持つ舗装。降雨時の一時的流出量の増大を大幅

に緩和すると と も に、地下水の涵養、舗装下の地中生態系の改善等の効果が

期待さ れる。  

土地区画整理事業 土地区画整理法に基づき 、都市計画区域内の土地について、公共施設の整備

改善及び宅地の利用の増進を 図る ために行われる 土地の区画形質の変更及

び公共施設の新設又は変更に関する事業。  

【 な行】  

二級河川 一級河川以外の水系で公共の利害に重要な関係があるも のに係る河川で、都

道府県知事が指定し た河川。管理は、その河川のある都道府県の知事が行う 。

一級河川のよう に水系の指定は行わない。明石市内には、明石川を はじ めと

し て６ 河川が指定さ れている。  

農業振興地域 農振法に基づき 、今後相当長期にわたり 総合的に農業振興を 図るべき地域と

し て都道府県知事が指定する区域。  

農用地区域 農振法に基づき 、農業振興地域内において今後相当長期にわたり 農業上の利

用を確保すべき 土地と し て、 市町村が農振整備計画で用途（ 農地、 採草放牧

地、 農業用施設用地等） を定めて設定する区域。  

【 は行】  

バリ アフ リ ー ハンディ キャ ッ プ者の行動の妨げと なる、物的･心理的･制度的な障壁を除去

するこ と 。  

ヒ ート アイ ラ ン ド 現象 都市部において、 高密度にエネルギーが消費さ れ、 また、 地面の大部分がコ

ンク リ ート やアスフ ァ ルト で覆われている ために水分の蒸発によ る 気温の
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低下が妨げら れて、郊外部より も 気温が高く なっ ている現象。等温線を描く

と 、都市中心部を中心にし て島のよう に見えるためにヒ ート ( 熱) アイ ラ ンド

( 島) と いう 名称が付けら れている 。  

ビ オト ープ ド イ ツ語で生物を意味する bi o( ビオ) と 場所を示す top( ト ープ) を組み合わ

せた合成語。 特定の生物が生存できるよ う な環境条件を備えた均質な空間。

また、 自然環境を保全し 創造する ための基本と なる生物の生息空間。  

普通河川 一級河川、 二級河川、 準用河川のいずれでも ない、 河川法で法的な適用をう

けない河川（ 法定外河川） 。 明石市内には、 東川を はじ めと し て７ 河川が指

定さ れている。  

壁面緑化 建築物の壁面をはじ め、住宅を囲むコ ンク リ ート ブロッ ク 塀、道路に設置さ

れる 遮音壁、ダムのコ ンク リ ート 擁壁、高架道路の橋脚などの垂直構造物面

を主と し て、景観対策を目的にツル植物等で緑化するこ と 。温度差によっ て

生じ る壁面のひび割れの防止、 照り 返し の防止、 西日除け、 省エネ効果、 ヒ

ート アイ ラ ンド 現象の緩和、 大気浄化等の機能効果がも たら さ れる。  

保安林 水源のかん養、 土砂の崩壊その他の災害の防備、 生活環境の保全･形成等、

特定の公共目的を達成する ため、森林法に基づいて農林水産大臣又は都道府

県知事によ っ て指定さ れる 森林。保安林では、それぞれの目的に沿っ た森林

の機能を確保するため、 立木の伐採や土地の形質の変更等が規制さ れる。  

防災フ ァ ニチャ ー 公園施設（ 東屋、 ベンチ、 スツール等） を災害発生時に、 仮設テント やかま

ど、 ト イ レ 等に利用でき る よう 多様な機能を持たせた施設。  

ポケッ ト パーク  都市のなかに設けら れた小公園。 も と も と はベスト ポケッ ト パーク と 呼ば

れ、 ベスト （ チョ ッ キ） のポケッ ト のよ う に小さ い公園の意味。  

保護樹木 「 明石市の環境の保全及び創造に関する基本

条例」 に基づいて指定さ れる 、 市街地又はそ

の周辺に所在する樹木であっ て、 美観風致を

維持するため保全するこ と が必要な樹木。 県

立明石高校のク ス等が指定さ れている。  

保護樹林 「 明石市の環境の保全及び創造に関する基本

条例」 に基づいて指定さ れる、 市街地又はそ

の周辺の景観の優れた樹林であっ て、 良好な

自然環境の確保と 市街地における美観風致を

維持する ため保全する こ と が必要な樹林( 樹

木 10 本以上の集団) 。県立明石学園のク ス( 20

本) 等が指定さ れている。  

【 ら 行】  

緑地協定 都市の良好な環境を確保するため、 都市緑地

法に基づいて緑地の保全または緑化の推進に

関する事項について、 土地所有者等の全員の

合意に よ り 協定を 結ぶ制度。 な お 、 平成

7( 1995) 年の同法改正により「 緑化協定」が「 緑

地協定」 と 変更さ れた。  
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緑化重点地区 都市緑地法に基づき 、「 緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」 （ 緑

の基本計画） の必要に応じ て定める「 緑化地域以外の区域であっ て重点的に

緑化の推進に配慮を 加える べき 地区」 。  

緑化地域 都市緑地法に基づき 、都市計画区域内の「 用途地域が定めら れた土地の区域

のう ち、良好な都市環境の形成に必要な緑地が不足し 、建築物の敷地内にお

いて緑化を推進する 必要がある区域」 。  

レ ッ ド データ リ スト  

レ ッ ド データ ブッ ク  

野生生物の保全のために、 絶滅のおそれのあ

る 種を 的確に把握し 、 一般への理解を 広める

こ と を 目的に環境省が作成･公表し て いる リ

スト 。 こ れを 基に取り まと めたも のを レ ッ ド

データ ブッ ク と いう 。  

ワーク ショ ッ プ 地域に関わる 多様な 立場の人々が参加し 、

様々な課題に対し て互いに協力し て解決し 、

また、 さ ら に快適なも のにし ていく ために、

各種の共同作業を 通じ て計画づく り などを 進

めていく 方法。  
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